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策
彦
紹
巴
両
吟
和
漢
千
句
（
国
会
図
書
館
本
）

翻
刻
と
解
題

楊

昆

鵬

中

村

健

史

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
策
彦
周
良
と
紹
巴
に
よ
る
両
吟
の
和
漢
千
句

で
あ
る
。

和
漢
千
句
は
、
和
漢
・
漢
和
百
韻
を
数
日
掛
け
て
十
作
（
追
加
も
含
む
）

連
続
で
行
う
形
式
で
あ
り
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
以
下

十
種
の
作
品
が
現
存
す
る
。

①
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
二
月
二
十
三
日
～
終
了
日
不
詳

禁

裏
和
漢
千
句

②
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
十
月
三
日
～
終
了
日
不
詳

称
名

院
和
漢
千
句

③
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
三
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

太

神
宮
法
楽
和
漢
千
句

④
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
八
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日

大
覚
寺

和
漢
千
句

⑤
年
次
未
詳

策
彦
紹
巴
両
吟
和
漢
千
句
（
本
作
）

⑥
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
四
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日
禁
裏
和

漢
千
句

⑦
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
五
月
二
十
七
日
～
翌
年
五
月
一
日

素
然
永
雄
両
吟
和
漢
千
句

⑧
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
四
月
二
十
日
～
二
十
二
日

禁
裏
和
漢

千
句

⑨
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
九
月
三
日
～
五
日

禁
裏
和
漢
千
句

⑩
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
五
月
十
三
日
～
十
五
日

仙
洞
和
漢

千
句

①
に
つ
い
て
は
本
号
小
山
順
子
氏
「
『
文
明
十
六
年
二
月
和
漢
千
句
』
考

―
付
、
第
五
百
韻
・
三
つ
物
翻
刻

―
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
③
④
⑥

⑦
は
『
室
町
後
期
和
漢
聯
句
作
品
集
成
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
〇
）
に
、

⑨
は
本
誌
第
二
十
五
号
（
二
〇
一
一
・
三
）
に
楊
・
中
村
の
紹
介
が
あ
る
。

な
お
、
②
と
⑧
は
曼
殊
院
蔵
本
、
⑩
は
国
立
国
会
図
書
館
『
連
歌
合
集
』

に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
⑤
本
作
の
張
行
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
、
策
彦
が
初
め
て
和
漢

聯
句
に
出
座
し
た
と
考
え
ら
れ
る
④
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
か
ら
、
没

年
の
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
ま
で
の
成
立
と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
永

禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
に
策
彦
紹
巴
両
吟
和
漢
百
韻
が
、
翌
五

月
に
同
じ
く
両
吟
の
漢
和
百
韻
が
詠
ま
れ
る
（
『
俳
文
学
大
辞
典
』
）
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
、
深
沢
眞
二
氏
の
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
永
禄
十
一
年
（
一

五
六
八
）
頃
の
成
立
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
（
『「
和
漢
」
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の
世
界

―
和
漢
聯
句
の
基
礎
的
研
究

―
』
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
。

策
彦
周
良
は
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
生
ま
れ
、
天
正
七
年
（
一

五
七
九
）
年
に
没
し
た
戦
国
時
代
の
禅
僧
で
、
詩
文
に
す
ぐ
れ
、
ま
た
中

国
と
の
外
交
に
も
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
永
正
六
年
（
一
五

〇
九
）
に
京
都
鹿
苑
寺
で
仏
門
に
入
り
、
経
書
や
『
三
体
詩
』
『
古
文
真

宝
』
な
ど
を
広
く
誦
習
し
、
幼
少
な
が
ら
詩
文
の
才
能
を
あ
ら
わ
し
た
。

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
天
龍
寺
妙
智
院
の
住
職
と
な
り
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
と
同
十
六
年
、
二
度
に
わ
た
っ
て
入
明
使
節
と
し
て
進
貢

貿
易
に
活
躍
し
た
。
そ
の
記
録
と
し
て
『
策
彦
和
尚
入
明
記
初
渡
集
』
と

『
再
渡
集
』
が
あ
る
。
明
の
世
宗
に
謁
見
し
た
こ
と
や
大
官
文
士
と
の
交

流
な
ど
を
支
え
た
の
が
、
策
彦
の
高
度
な
漢
詩
文
能
力
で
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
北
京
や
寧
波
で
の
体
験
は
ま
た
彼
の
文
学
に
大
き

な
動
力
と
自
信
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

な
か
ん
ず
く
策
彦
の
文
芸
活
動
と
し
て
は
、
入
明
の
際
に
も
携
え
て
い

た
と
い
う
、
江
心
承
董
と
の
共
作
『
城
西
聯
句
』（
弘
治
二
年
跋
、『
九
千
句
』

と
も
）
や
梅
谷
元
保
と
の
『
三
千
句
』（
天
正
六
年
跋
）
な
ど
、
聯
句
の
多

作
が
五
山
文
学
全
体
か
ら
見
て
も
突
出
し
て
い
る
。
『
言
継
卿
記
』
や
伝

存
す
る
作
品
な
ど
を
見
る
限
り
、
策
彦
が
和
漢
聯
句
の
席
に
列
し
た
の
は

天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
一
月
二
十
九
日
禁
裏
聖
天
法
楽
和
漢
聯
句

（
曼
殊
院
蔵
）
が
最
初
で
、
紹
巴
と
は
前
掲
④
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
八

月
大
覚
寺
和
漢
千
句
で
初
め
て
同
座
し
た
。

連
歌
師
紹
巴
は
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
ま
た
は
五
年
生
ま
れ
、
慶
長

七
年
（
一
六
〇
二
）
没
。
連
歌
、
和
歌
を
里
村
昌
休
、
三
条
西
公
条
ら
に

学
び
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
に
昌
休
が
没
し
て
以
降
は
、
そ
の

子
昌
叱
を
養
育
し
て
里
村
家
を
後
見
し
た
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
豊

臣
秀
次
に
連
座
し
て
流
罪
。
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
に
罪
を
許
さ
れ
る

が
、
数
年
に
し
て
没
し
た
。
谷
宗
養
と
並
ぶ
織
豊
期
連
歌
界
の
指
導
者
で
、

『
連
歌
至
宝
抄
』『
源
氏
物
語
紹
巴
抄
』
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。

現
存
す
る
紹
巴
の
連
歌
作
品
は
、
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
以
降
の

も
の
が
多
く
、
最
初
に
和
漢
聯
句
に
名
前
が
見
ら
れ
る
の
は
②
天
文
二
十

三
年
（
一
五
五
四
）
十
月
三
日
称
名
院
和
漢
千
句
で
あ
る
（『
連
歌
総
目
録
』）
。

連
歌
師
と
し
て
修
行
し
な
が
ら
、
称
名
院
三
条
西
実
条
や
近
衛
稙
家
、
山

科
言
継
な
ど
公
家
と
交
渉
を
重
ね
、
次
第
に
和
漢
聯
句
に
習
熟
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
紹
巴
が
策
彦
と
一
座
し
た
作
品
と
し
て
は
、
前
掲
④

弘
治
二
年
八
月
大
覚
寺
和
漢
千
句
以
降
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

イ

永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
二
月
二
日
和
漢
百
韻

ロ

永
禄
九
年
九
月
十
日
和
漢
百
韻

ハ

永
禄
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
和
漢
百
韻
（
両
吟
）

ニ

永
禄
十
二
年
四
月
九
日
和
漢
百
韻

ホ

永
禄
十
二
年
五
月
十
三
日
漢
和
百
韻
（
両
吟
）

ヘ

永
禄
十
三
年
二
月
十
四
日
和
漢
百
韻

ト

永
禄
十
三
年
六
月
十
二
日
和
漢
百
韻

チ

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
六
月
十
二
日
和
漢
百
韻

リ

元
亀
二
年
四
月
十
六
日
和
漢
百
韻

ヌ

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
十
一
月
二
十
五
日
漢
和
百
韻

ル

天
正
六
年
九
月
二
十
五
日
漢
和
百
韻

ヲ

年
次
不
詳
漢
和
百
韻
（
発
句
「
心
満
初
弦
月
」）

ワ

年
次
不
詳
漢
和
百
韻
（
発
句
「
涼
盛
夏
天
賜
」）

こ
の
う
ち
、
前
述
の
通
り
、
ハ
と
ホ
が
両
吟
の
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
ハ

の
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
二
十
五
日
和
漢
百
韻
は
、
夢
想
句

を
発
句
と
し
て
二
人
で
唱
和
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
）

。
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和
漢
聯
句
の
創
作
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
当
時
に
あ
っ
て
、
二
人
が

同
座
し
た
機
会
は
決
し
て
多
い
と
は
言
い
が
た
い
も
の
の
、
両
吟
の
和
漢

・
漢
和
を
試
み
、
そ
れ
が
千
句
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
互
い
の
技
量
を
認
め

合
っ
て
い
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
両
者
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
中
本

大
氏
「
天
文
・
永
禄
年
間
の
雅
交

―
仁
如
集
尭
・
策
彦
周
良
・
紹
巴
そ

し
て
聖
護
院
道
澄

―
」（『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集

第
二
集
』
和
泉
書
院
、

一
九
九
九
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
同

論
で
中
本
氏
も
引
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
策
彦
に
と
っ
て
紹
巴
は
「
廻

以
連
歌
之
道
。
名
鳴
当
世
者
也
」
（
『
謙
斎
藁
』
）
で
あ
っ
た
。
本
作
の
背

景
に
は
、
こ
う
し
た
信
頼
関
係
に
基
づ
く
二
人
の
雅
交
が
あ
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
千
句
の
興
行
に
は
作
者
の
高
い
技

量
が
必
要
で
あ
り
、
百
韻
と
比
べ
る
と
数
倍
も
の
気
力
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

ま
し
て
両
吟
千
句
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
本
作
以
前
の
和
漢
千
句

は
い
ず
れ
も
大
が
か
り
で
晴
れ
や
か
な
雅
筵
で
あ
っ
た
が
、
策
彦
と
紹
巴

は
こ
こ
で
初
め
て
個
人
的
な
千
句
興
行
に
挑
戦
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
か

で
も
、
現
存
す
る
和
漢
聯
句
の
う
ち
、
本
作
が
も
っ
と
も
古
い
両
吟
千
句

で
あ
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
本
作
が
張
行
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
ど
れ

ほ
ど
の
期
間
で
完
成
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
稿
者
は
こ
れ
を
和
漢
聯

句
創
作
の
稽
古
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
そ
れ

は
ま
ず
、
百
韻
十
巻
の
う
ち
、
和
句
側
と
漢
句
側
の
比
重
に
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
本
作
以
前
の
和
漢
千
句
①
②
③
④
に
お
い
て
、
漢
句
を
発

句
と
す
る
百
韻
す
な
わ
ち
漢
和
聯
句
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
な
し
、
②
四
巻
、

③
二
巻
（
こ
の
ほ
か
追
加
八
句
も
漢
和
聯
句
）
、
④
三
巻
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
本
作
は
漢
和
聯
句
が
五
巻
も
占
め
、
和
漢
聯
句
（
二
）

と
拮
抗
し
て

い
る
。

和
漢
聯
句
と
は
異
な
り
、
漢
和
聯
句
の
場
合
は
、
和
句
、
漢
句
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
偶
数
句
で
押
韻
が
求
め
ら
れ
る
。
和
句
で
あ
っ
て
も
、

句
末
の
自
立
語
は
漢
字
で
韻
を
踏
む
必
要
が
あ
り
、
韻
字
や
漢
詩
文
に
関

す
る
高
度
な
素
養
が
必
要
と
な
る
（
し
た
が
っ
て
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

策
彦
が
紹
巴
に
助
言
を
与
え
る
場
面
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
）
。
当
然
そ

の
制
作
に
は
困
難
が
と
も
な
う
た
め
、
千
句
の
半
数
が
漢
和
聯
句
の
賦
物

を
取
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、
両
吟
と
い
う
私
的
な
性
格
を
考
え
あ

わ
せ
れ
ば
、
稽
古
と
し
て
の
側
面
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
後
の
⑦
天
正
十
九
年
五
月
素
然
永
雄
両
吟

和
漢
千
句
も
、
和
漢
聯
句
五
巻
、
漢
和
聯
句
が
五
巻
で
あ
る
点
は
本
作
と

共
通
し
て
お
り
、
中
断
を
は
さ
ん
で
二
年
間
か
け
て
完
成
し
た
の
も
、
や

は
り
練
習
と
し
て
の
性
格
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
発
句
の
季
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
本
作
で
は
、
第
一
百
韻
か

ら
順
に
、
春
、
春
、
春
、
夏
、
夏
、
秋
、
秋
、
秋
、
冬
、
冬
と
、
所
謂
「
四

季
発
句
」
の
形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
連
歌
千
句
で
は
早
く
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
天
文
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
は
、
連
歌
千
句
、
和

漢
千
句
と
も
に
、当
座
の
季
で
十
巻
を
統
一
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
紹
巴
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
十
二
月
の
称
名
院
追

善
独
吟
千
句
に
お
い
て
四
季
発
句
を
用
い
て
い
る
。
本
作
で
は
そ
の
経
験

を
生
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
和
漢
千
句
に
お
け
る
四
季
発
句
の
初
例
と

し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
（
本
作
よ
り
後
の
例
で
は
、
⑧
と
⑩
が
四
季
発
句
で

あ
る
）
。
ま
た
、
当
座
の
季
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
や
は
り
稽
古
の

意
識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、
本
作
第
一
百
韻
の
発
句
「
鴎
梅
香
四
海
（
鴎
梅

四
海
に
香
る
）
」
に
見
え
る
「
鴎
梅
」
と
い
う
語
は
、
和
漢
聯
句
や
聯
句
の
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用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
中
国
漢
詩
文
の
熟
語
で
も
な
い
。
た
だ
し
、

江
心
承
董
の
漢
詩
（
三
）

に
は
用
例
が
多
数
見
出
さ
れ
る
。
ど
う
や
ら
、
鴎

の
よ
う
な
白
い
梅
と
い
う
意
味
合
い
で
、
江
心
が
独
創
し
、
愛
用
し
た
言

葉
と
思
わ
れ
る
。
『
城
西
聯
句
』
な
ど
で
長
ら
く
江
心
と
聯
句
の
詠
作
を

と
も
に
し
た
策
彦
は
、
雅
友
独
自
の
詩
語
を
発
句
に
飾
っ
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
、
と
想
像
し
て
や
ま
な
い
。
こ
の
よ
う
に
五
山
文
学
の
代
表

詩
人
で
あ
り
、
こ
と
に
禅
林
聯
句
最
大
の
作
者
で
も
あ
っ
た
策
彦
周
良
、

そ
し
て
当
時
連
歌
の
第
一
人
者
た
る
紹
巴
の
手
に
成
っ
た
本
作
に
は
、
興

味
深
い
問
題
が
数
多
く
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

『
連
歌
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
天
理
図
書
館
に
二
種
（
れ
六
―

一

七
、
れ
六
―

二
一
）
、
国
会
図
書
館
に
二
種
（
『
連
歌
合
集
』
第
十
四
冊
、
第
二

十
一
冊
）
の
伝
本
が
所
蔵
さ
れ
る
。
今
回
は
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』

第
二
十
一
冊
を
底
本
と
し
て
翻
刻
し
、
同
第
十
四
冊
を
も
っ
て
校
異
を
行

っ
た
。

『
連
歌
合
集
』
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
室
町
末
期
―
江
戸
末

期
写
」
「
も
と
も
と
こ
の
叢
書
は
六
十
一
冊
で
あ
る
が
、
う
ち
第
一
か
ら

第
十
ま
で
は
、
貴
重
書
と
し
て
指
定
さ
れ
（
昭
和
四
四
年
二
月
）
、
第
十
一

冊
以
降
は
、
一
般
書
と
し
て
別
配
架
さ
れ
て
い
る
（
請
求
記
号
わ
九
一
一
・

二
―

十
一
）
」
「
こ
の
合
集
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
句
集
、
論
集
、
式

目
な
ど
の
集
成
な
の
で
、
書
写
の
時
代
、
形
式
、
大
き
さ
等
、
そ
れ
ぞ
れ

に
異
質
の
も
の
を
合
綴
し
叢
書
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
各
冊
の
形
態
は
か
な
ら
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
」（
『
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
貴
重
書
解
題
』
第
九
巻
）
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ

ス
テ
ム
の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、
第
二
十
一
冊
は
写
本
一
冊
、
和
装
本
、

一
四×

二
二
㎝
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
百
韻
ご
と
の
句
番
号
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。

字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
も
の
に
統
一
し
、
私
意
に
よ
っ
て
濁
点

を
補
っ
た
。
ま
た
、
底
本
の
付
訓
は
す
べ
て
省
略
し
た
。
誤
写
と
思
わ
れ

る
部
分
に
は
、
な
る
べ
く
（
某
カ
）
の
か
た
ち
で
傍
記
を
施
す
よ
う
に
し

た
。作

業
の
分
担
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
を
楊
が
、
第
六
か
ら
第
十
ま
で

を
中
村
が
翻
刻
し
、
解
題
に
つ
い
て
は
楊
が
単
独
で
執
筆
し
た
。
ま
た
、

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
山
本
真
由
子
氏
は
全
体
を
通
覧
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
有
益
な
意
見
を
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
誤
り
を
正
し
た
例
も

少
な
く
な
い
。
記
し
て
学
恩
に
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

［
注
］

（
一
）
張
行
日
か
ら
考
え
る
と
、
発
句
は
北
野
（
天
神
）
の
夢
想
句
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
夢
想
百
韻
に
つ
い
て
は
『
連
歌
総
目
録
』
に
伝
本
十
二
種
を
紹

介
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
京
都
女
子
大
学
に
も
『
夢
想
之
倭
漢

紹
巴
・
策
彦

両
吟
』
と
題
す
る
一
本
が
蔵
さ
れ
る
（
今
春
、
同
図
書
館
分
館
特
別
展
示
「
和

漢
朗
詠
と
和
漢
聯
句
」
に
出
品
）
。
諸
本
中
き
わ
だ
っ
て
良
質
な
本
文
を
有

し
て
お
り
、
作
品
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
（
京
都
女
子
大
学

本
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
大
谷
俊
太
氏
の
ご
示
教
に
よ
る
）。

（
二
）
こ
こ
で
は
、
狭
義
の
和
漢
聯
句
、
す
な
わ
ち
和
句
を
発
句
と
す
る
聯
句
連

歌
を
指
す
。
和
漢
聯
句
で
は
、
押
韻
は
偶
数
句
が
漢
句
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ

ら
れ
る
。

（
三
）
『
翰
林
五
鳳
集
』
に
は
「
白
鴎
梅
」
の
題
で
江
心
の
詩
が
六
首
採
ら
れ
て

い
る
（
江
心
の
ほ
か
に
は
煕
春
龍
喜
の
一
首
の
み
）。
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【
翻
刻
】

《
一
》

策
彦
紹
巴

両
吟

千
句
第
一

漢
和

鴎

梅

香

四

海

1
空
に
の
ど
け
き
浦
風
ぞ
吹

2
波
の
上
も
朧
に
春
の
月
落
て

3
雲

収

景

始

奇

4
簾

間

山

画

軸

5
軒
端
の
竹
の
葉
の
そ
よ
ぐ
時

6
村
時
雨
門
田
の
面
に
音
信
て

7
帰

則

路

参

差

8
苔

自

無

根

草

9
あ
つ
さ
を
水
の
さ
そ
ひ
て
ぞ
之

10
秋
来
ぬ
と
ほ
そ
き
流
の
声
た
て
ゝ

11
深

渓

月

較

遅

12
錦

心

楓

坐

愛

13
そ
こ
と
も
分
ず
た
ど
る
み
ち
芝

14
か
り
衣
ひ
も
夕
暮
の
宿
問
て

15
故

郷

天

一

涯

16
難
波
江
や
立
帰
る
浪
の
を
と
計

17

鐘
聞
し
夜
も
明
ぞ
離
る

18
孤

涙

湿

双

袖

19
多

情

弾

要

琵

20
春

閨

花

約

処

21
馴
る
ゝ
や
同
じ
園
の
黄
鸝

22
面
影
は
去
年
の
儘
な
る
野
べ
の
雪

23
風

定

凍

雲

垂

24
佳

境

瀑

千

仞

25
要

津

州

九

支

26
入
来
て
も
ま
た
た
づ
き
な
き
都
に
て

27
う
し
や
い
も
せ
の
か
は
る
衰
ヘ

28
夢

回

吾

在

此

29
月
に
あ
ら
し
の
枕
欹
ツ

30
秋
の
葉
や
偽
る
雨
の
声
な
ら
し

31
時

哉

后

土

祠

32
長

流

横

古

路

33
た
ゞ
一
筋
の
橋
は
危
シ

34
暮
れ
行
尾
上
に
蝀
の
引
す
て
ゝ

35
雲

片

掩

峨

嵋

36
斜

照

年

光

切

37
い
は
け
な
き
身
も
あ
は
れ
を
や
知
ル

38
忘
な
よ
我
も
馴
に
し
真
木
柱

39
愁

胸

霧

未

披

40
独

分

明

是

月

41
浪
冷
し
く
よ
す
る
か
ら
崎

42
山
風
の
ま
に
〳
〵
花
の
ふ
ゞ
き
来
て

43
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惜

春

皺

断

眉

44
数
〳
〵
の
歌
の
席
の
永
日
に

45
袖
を
つ
ら
ぬ
る
百
敷
の
墀

46
掃

之

塵

幾

度

幾
ク
カ

47
論

是

世

何

為

48
あ
だ
人
と
し
れ
ば
恨
も
深
か
ら
で

49
離

襟

奈

久

咨

50
閴

然

村

一

笛

51
い
さ
り
の
舟
の
と
を
き
夕
漪

52
引
塩
に
浜
の
真
砂
地
あ
ら
は
れ
て

53
同

胞

双

鷺

鷀

54
声

無

蹤

乍

雨

55
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
嶺
の
白
由
其

56
入
方
は
茂
り
に
く
ら
し
宇
治
の
山

57
絶

妙

古

人

詩

58
吟

落

西

欄

月

59
た
ゝ
ず
む
袖
の
つ
ゆ
は
滋

60
莎

鶏

声

当

午

61
檀

特

仏

生

黄寅

62
二
月
や
消
て
空
し
き
う
す
霞

63
帰
る
さ
寒
き
野
路
の
春
颸

64
水
こ
ほ
る
沢
辺
の
若
菜
摘
侘
て

65
紅

会

使

花

期

66
頻

涙

今

臨

別

67
懶

生

夕

寄

思

68
問
来
ん
は
か
な
ら
ず
い
つ
の
夜
半
な
ら
ん

69

月
に
も
う
と
し
山
子
規

70
天
の
戸
の
明
ぼ
の
残
る
雲
ち
り
て

71
帰

帆

如

可

追

72
竹

江

灘

八

節

73
漸
暮
わ
た
る
遠
の
川
崖

74
爾

屋

烟

軽

颺

75
山
路
を
ひ
と
り
行
人
は
誰
ソ

76
桟
の
霜
ふ
み
初
し
跡
見
え
て

77
離

変

難

免

訾

78
堪
て
う
き
思
ひ
や
か
た
り
出
つ
ら
ん

79
今
は
の
き
は
と
な
れ
る
悲
サ

80
そ
ぎ
お
ろ
す
面
影
お
し
き
黒
髪
に

81
可

羞

樵

悴

姿

82
帰

雲

何

処

去

83
歴

劫

已

陰

移

84
朽

木

遊

仙

枕

85
す
ゑ
は
岩
ほ
に
か
ゝ
る
松
が
枝

86
ほ
の
白
き
水
上
さ
ぞ
な
瀧
津
浪

87
許

由

禁

耳

淄

88
清

心

無

若

月

89
ふ
け
て
碪
の
又
ひ
ゞ
き
来
ヌ

90
さ
ら
で
だ
に
つ
ら
き
旅
ね
の
秋
の
風

91
柴

扉

敲

与

推

92
余

閑

人

异

几

弃
カ

93
見
る
に
か
た
よ
る
青
柳
の
糸

94
下
水
の
煙
に
も
る
ゝ
花
咲
て

95
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蛙

声

只

半

池

96
小
田
返
す
塘
の
辺
暮
残
り

97
擊

壌

牧

童

児

98
漢

祖

居

高

位

99
末
ま
で
た
も
つ
世
こ
そ
治
れ

100《
二
》倭

漢
第
二

青
柳
に
眠
を
ゆ
づ
る
胡
蝶
哉

1
芳

聯

桃

季

園

李

2
断

霞

春

欲

去

〻

3
水
の
ほ
と
り
の
暮
残
る
か
げ

4
岩
た
ゝ
む
上
よ
り
白
き
瀧
落
て

5
風

露

玉

軽

翻

6
夜

画

紗

窓

月

（
尽
カ
）

7
秋
の
螢
の
か
す
か
な
る
に
は

8
木
が
く
れ
の
所
〴
〵
は
草
朽
て

9
苔

厚

履

無

痕

10
雲

簇

渓

橋

遠

11
ひ
ゞ
き
も
雨
を
さ
そ
ふ
や
ま
水

12
立
出
て
夏
を
忘
る
ゝ
松
の
戸
に

13
日

斜

更

断

魂

14
け
ふ
こ
ず
は
い
か
に
残
ら
ん
花
盛

15
和

霞

先

賞

樽

16

乱

啼

鶯

百

囀

17
漫

説

貝

千

言

18
私

照

孤

閨

月

19
お
ど
ろ
く
夢
の
床
は
冷
し

20
声
き
け
ば
秋
も
更
行
小
夜
嵐

21
関
路
を
こ
え
ん
須
磨
の
う
ら
浪

22
身

舟

何

岸

寄

23
健

筆

自

虹

噴

24
し
の
ゝ
め
の
嶺
は
る
〴
〵
と
雲
引
て

25
栖

燕

掠

東

軒

26
含

露

花

無

語

27
雨
そ
ゝ
き
し
て
暮
る
春
の
日

28
別

涙

多

余

滴

29
い
つ
し
か
立
し
中
の
秋
風

30
そ
よ
や
今
草
の
か
げ
野
の
虫
鳴
て

31
あ
な
物
さ
び
し
古
跡
の
月

32
廃

宅

烟

先

絶

33
弁

河

水

已

渾

34
沈
る
や
を
も
き
が
上
の
罪
な
ら
ん

35
度

生

両

足

尊

36
臘

梅

労

帯

雪

37
人
こ
そ
見
え
ね
山
あ
ひ
の
道

38
流

声

呼

渇

驥

39
計

口

識

哀

猿

40
な
き
を
こ
ふ
夕
は
袖
も
沾
て

41
さ
す
や
日
お
り
も
落
雲
の
色

か
イ
ニ

薄
歟

42
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杖

郷

亭

七

十

43
お
も
ひ
や
る
に
も
道
遥
な
り

44
つ
ら
ね
ん
も
及
ば
ぬ
和
歌
の
う
ら
み
し
て

45
軽

浮

藻

与

薀

46
か
げ
み
れ
ば
底
に
ぞ
植
し
菊
の
水

47
月

明

彭

沢

門

48
野

僧

唯

宿

露

49
あ
る
に
任
す
る
世
こ
そ
安
け
れ

50
踏
そ
め
し
心
は
つ
ら
き
恋
路
に
て

51
人
わ
ら
は
れ
の
身
と
や
な
り
な
ん

52
鬢

天

年

暮

雪

53
か
ゞ
み
の
前
に
う
と
ふ
一
ふ
し

54
山
近
く
志
賀
の
浦
舟
漕
う
け
て

55
古

松

密

固

根

密

56
何

林

鵑

彷

彿

57
此

夕

兎

嬋

媛

58
し
づ
か
な
る
軒
の
下
露
た
え
〴
〵
に

59
人
か
と
き
け
ば
荻
の
葉
の
を
と

60
詩

峰

先

称

意

61
仁

沢

普

酬

恩

62
捨
て
ゝ
こ
そ
哀
は
残
る
命
な
れ

63
生
田
の
川
の
水
の
う
た
か
た

64
胸

雨

無

従

涙

65
夜
半
に
は
い
と
ゞ
あ
こ
が
る
ゝ
袖

66
ま
ど
ろ
め
ば
夢
の
中
に
も
花
散
て

67
始

梅

廿

四

番

68

洪

鈞

春

欲

遍

69
良

策

竈

攸

屯

70
う
つ
し
み
る
塩
路
は
遠
し
血
家
の
浦

71
か
げ
は
な
ら
べ
る
月
の
海
づ
ら

72
夕
闇
の
空
に
な
く
〳
〵
雁
の
来
て

73
荒

莎

露

転

繁

74
些

閑

雲

不

動

75
や
ゝ
吹
す
さ
ぶ
外
の
や
ま
か
ぜ

76
時
し
ら
で
ま
だ
さ
へ
残
る
富
士
の
雪

77
霞

埋

五

丈

原

78
覚

猶

春

草

夢

79
桜
に
や
ど
を
か
り
ぶ
し
の
袖

80
行
め
ぐ
る
交
野
の
道
の
暮
初
て

81
衰

老

凍

鴟

蹲

82
嵐

乍

触

樵

笠

83
台

高

吹

雅

塤

84
久
方
の
空
清
の
ぼ
る
月
更
て

85
夜
寒
や
う
し
と
帰
る
つ
り
舟

86
秋

江

楓

晒

錦

87
か
げ
も
入
日
を
あ
ら
ふ
白
浪

88
振

鷺

知

風

悪

89
獲

麟

攸

道

存

90
さ
ら
に
今
君
が
心
の
く
ら
か
ら
で

91
い
ひ
こ
と
わ
る
に
恨
の
こ
ら
ずぬ

92
又

約

合

歓

再

〻

93
か
は
す
あ
ふ
ぎ
ぞ
し
る
べ
と
は
な
る

94
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夢
人
の
伝
へ
忘
れ
ぬ
舞
の
袖

95
楽

府

惜

黄

昏

96
風

刀

折

花

手

（
力
カ
）

97
松
は
み
ど
り
の
立
ま
さ
る
陰

98
幾
春
を
ふ
る
巣
の
鶴
の
声
す
ら
ん

99
以

賀

歳

三

元

100《
三
》漢

和
第
三

旧

枝

花

又

落

1
春
の
わ
か
れ
を
し
た
ふ
年
〴
〵

2
鳴
渡
る
燕
に
雁
も
声
そ
へ
て

3
渺

茫

乎

碧

天

4
望

郷

雲

一

片

5
夜
深
き
月
に
さ
そ
は
る
ゝ
船

6
音
も
や
ゝ
迫
門
の
秋
風
し
づ
ま
り
て

7
迎

潮

使

岸

湔

8
梧

檐

無

暴

雨

9
夕
露
も
ろ
き
竹
の
葉
伝
ヒ

10
ね
ど
こ
ろ
を
定
め
ぬ
鳥
や
羽
吹
ら
ん

11
長

笛

遠

村

辺

12
老

去

同

参

杖

13
い
さ
め
に
お
も
ふ
お
や
の
憐

14
理
も
ふ
か
き
仏
の
ち
か
ひ
に
て

15

誦

箒

忽

忘

筌

16
月

我

寒

哦

友

17
う
た
ゝ
か
た
し
く
夜
半
の
狭
筵

18
う
き
事
を
夢
に
な
せ
と
の
恨
し
て

19
蝶

飛

栩

々

然

20
風

流

河

上

柳

21
音
も
霞
に
よ
す
る
漣
ミ

22
鐘
遠
き
長
等
の
山
の
日
は
暮
て

23
旅

衣

蔽

履

穿

24
路

難

関

百

二

25
宵

隻

歳

三

千

26
お
も
ひ
あ
ら
ば
よ
し
や
何
せ
ん
関
の
月

27
露
き
え
残
る
身
を
ぞ
愪
ル

28
鳴

秋

蛩

草

裏

29
賑

市

蠒

桑

顚

30
里
人
も
む
れ
つ
ゝ
急
ぐ
影
見
え
て

31
俄
に
雨
は
ふ
る
の
小
山
田

32
微

風

吹

太

野

33
浅

水

出

深

泉

34
そ
こ
と
な
く
森
の
下
道
分
入
て

35
た
が
懸
置
し
神
の
白
木
綿

36
恨

重

望

夫

石

37
あ
か
ぬ
別
や
う
き
夕
烟

38
物
の
け
の
し
う
ね
か
り
し
は
去
や
ら
で

39
偽

朝

言

不

全

40
聴

奇

尭

諫

鼓

41
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奏

得

舜

薫

絃

42
影

冷

空

山

月

43
雪
間
に
お
ち
て
ゆ
く
早
瀬
川

霧
カ

44
さ
び
鮎
や
流
る
水
に
ま
か
す
ら
ん

45
海

若

更

鉤

玄

46
衣
で
の
雪
に
成
ま
で
た
ゝ
ず
み
て

47
花
ち
る
影
を
い
か
で
還
ン

48
鳥
の
ね
も
霞
に
残
る
春
の
庭

49
遊

糸

断

又

連

50
風
か
は
る
空
よ
り
雨
の
そ
ゝ
き
ゝ
て

51
浸

緑

半

池

蓮

52
遠

陸

無

塵

盧

53
ま
こ
と
の
道
に
入
ぞ
賢
キ

54
い
は
け
な
き
を
し
ら
ぬ
戸
口
の
し
る
べ
に
て

55
染

心

紅

葉

縁

56
秋

深

蓉

臥

水

57
浪
の
よ
る
〳
〵
月
円
リ

58
等
閑
に
行
舟
あ
や
し
清
見
潟

59
霧

埋

富

士

巓

60
山

根

雲

秀

処

61
京

柿

竈

屯

阡

62
か
く
計
ふ
り
に
し
跡
と
成
は
う
し

63
曠

野

草

芊

々

64
路

遠

麾

之

日

65
た
が
袖
な
ら
し
駒
に
鞭
ツ

66
さ
し
と
め
て
よ
ば
ふ
声
聞
渡
舟

67

牌

掛

鄂

湖

前

68
嵐

乍

疑

山

動

69
う
か
べ
る
雲
の
を
く
れ
先
ツ

70
常
な
ら
ぬ
身
の
は
か
な
さ
を
思
ひ
歟

（
知
カ
）

71
結

交

飲

八

仙

72
西

簾

高

捲

月

73
秋
の
あ
は
れ
も
さ
ぞ
な
小
輧

74
野
の
宮
や
別
れ
の
袖
を
悲
て

75
衰

顔

抛

玉

鈿

76
送

春

花

昨

日

77
梅
が
香
う
つ
す
道
の
べ
の
荃

78
を
く
露
の
白
を
雪
の
名
残
に
て

79
開

牖

賦

詩

篇

80
横
雲
の
空
ほ
の
〴
〵
と
明
る
夜
に

81
あ
と
ま
で
し
た
ふ
や
ま
杜
鵑

82
さ
ら
に
又
馴
し
都
を
思
ひ
出
て

83
う
さ
い
か
計
遠
き
左
遷

84
名

珪

多

美

誉

85
孤

枕

対

愁

眠

86
さ
り
と
も
と
待
夜
や
い
た
く
更
ぬ
ら
ん

87
か
た
ぶ
く
軒
に
月
は
懸
テ

88
誰
な
れ
ば
浅
茅
が
中
に
擣
砧

89
楚

岸

霧

相

纏

90
半

棹

労

波

悪

91
三

旌

撓

国

権

92
雞

冠

時

以

礼

93
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匂
ひ
も
ふ
か
き
袖
の
員
〳
〵

94
一
木
づ
ゝ
ふ
る
れ
ば
花
に
摺
衣

95
温

籍

杏

嬋

娟

96
夕
霞
き
え
て
家
路
や
近
か
ら
し

97
江

左

聳

山

肩

98
広

徳

人

懐

恵

99
お
こ
ら
ぬ
世
を
や
な
を
も
扇
ン

100《
四
》和

漢
第
四

忘
る
ゝ
は
声
の
う
ち
な
り
郭
公

1
月

残

緑

樹

陰

2
西

楼

涼

宇

宙

3
隙
も
と
め
入
軒
の
し
た
か
ぜ

4
呉
竹
の
雪
の
雫
の
絶
〴
〵
に

5
閑

身

徒

促

吟

6
与

清

湖

境

友

7
釣
す
る
袖
も
帰
る
さ
の
み
ち

8
暮
ぬ
れ
ば
真
砂
の
上
も
塩
満
て

9
む
れ
ゐ
し
田
鶴
の
鳴
渡
る
そ
ら

10
老

松

経

幾

歳

11
釈

種

到

而

今

12
鐘

一

知

何

処

13
ま
れ
に
あ
ふ
夜
の
暁
は
う
し

14

忍
ぶ
れ
ば
猶
あ
や
に
く
に
月
澄
て

15
秋

高

憶

藁

砧

16
野

堂

虫

四

壁

17
し
ほ
れ
は
て
た
る
草
村
の
色

18
夕
ぐ
れ
は
む
べ
山
風
に
花
散
て

19
流

霞

相

共

斟

20
蝶

児

翻

舞

袖

21
鰥

寡

苦

愁

襟

22
後

箭

涙

河

底

23
あ
と
や
な
が
ら
の
橋
と
な
る
ら
ん

24
し
の
ゝ
め
の
雲
引
す
つ
る
志
賀
の
山

25
月
を
へ
だ
つ
る
雁
の
一
行

26
景

冷

孤

村

北

27
霧

晴

漁

浦

南

28
古

帆

風

所

転

29
あ
れ
た
る
浪
の
上
は
る
か
な
り

30
卯
花
の
垣
ほ
か
た
ぶ
く
山
か
け
て

31
洞

戸

白

雲

深

32
侘
つ
ゝ
も
焼
や
真
柴
の
夕
煙

33
何
と
か
に
へ
ん
さ
ゆ
る
夜
の
雪

（
た
カ
）

34
容

槁

短

蓑

鷺

35
あ
ら
し
吹
し
く
末
の
蘆
原

36
大
伴
の
う
ら
か
な
し
げ
に
秋
く
れ
て

37
閑

月

落

波

心

38
情

薄

班

姫

扇

39
残
る
は
い
つ
の
袖
の
う
つ
り
香

40
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紅

露

被

花

染

41
糸

烟

如

竹

紅

柳

（
紝
カ
）

42
朝
ぼ
ら
け
春
の
な
が
め
の
遠
き
江
に

43
舟
こ
ぎ
出
て
う
た
ふ
浦
人

44
風

波

鴎

欲

立

45
か
く
か
ら
き
世
に
ま
じ
は
る
は
う
し

46
玉
の
緒
や
物
お
も
へ
と
の
す
ぢ
な
ら
ん

47
し
の
ぶ
心
の
よ
は
り
行
す
ゑ

48
双

渡

恨

唯

一

涙

49
同

胞

笑

是

三

〻

50
竹

橋

風

緩

度

51
く
れ
し
川
辺
に
螢
飛
か
げ

52
遥
な
る
蘆
屋
の
灘
の
道
と
め
て

53
郊

外

木

森

々

54
名

秀

読

書

草

55
身
の
い
た
づ
ら
に
過
る
果
〳
〵

56
い
つ
ま
で
か
直
隠
の
う
き
思
ひ

57
漆

盟

約

臂

金

58
衣

寒

労

永

夜

59
ね
覚
お
ど
ろ
く
秋
風
の
声

60
月
な
ら
で
誰
か
は
問
む
松
の
門

61
雲

収

対

故

岑

62
池

明

天

碧

落

63
か
つ
〴
〵
見
え
し
浪
の
う
き
草

64
五
月
雨
に
深
田
の
早
苗
水
越
て

65
連

夜

蜀

魂

音

66

眠

美

珊

瑚

枕

67
妝

濃

玳

瑁

簪

68
面
影
の
似
た
る
を
み
る
も
な
つ
か
し
み

69
お
も
ふ
が
中
の
子
は
あ
は
れ
な
り

70
折
〳
〵
に
大
井
の
や
ど
り
問
よ
り
て

71
河

世

幾

千

尋

72
稇

載

扁

舟

月

73
夕
霧
き
え
て
あ
な
し
吹
空

74
爽

気

無

青

顧

75
散
て
木
の
葉
の
か
さ
な
れ
る
道

76
夏
山
や
花
よ
り
後
の
晴
か
ら
ん

暗

77
欣

逢

早

則

霖

旱

78
村

烟

埋

旧

宅

〻

79
水
一
筋
の
遠
き
す
ゑ
〴
〵

80
引
侘
る
浪
の
小
舟
の
綱
手
縄

81
両

鬢

雪

相

侵

82
虚

左

隻

床

上

83
み
つ
が
ぬ
夢
の
名
残
は
か
な
き

84
相
像
程
は
雲
井
の
夜
半
の
月

85
律

声

写

素

琴

86
秋

蝉

唯

泣

露

87
野

鹿

又

依

林

88
所
〴
〵
枯
し
浅
茅
の
そ
よ
め
き
て

89
照
日
も
く
る
ゝ
山
陰
の
み
ち

90
乍

嵐

雪

片

々

91
し
き
り
に
雨
の
す
さ
び
来
る
空

92
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ゆ
ふ
は
ら
へ
す
ま
の
浦
浪
立
か
へ
り

93
岸

花

影

已

沈

94
開

春

梅

障

子

95
し
の
に
霞
の
と
を
る
山
窓

96
雛

鶯

声

試

得

97
今
年
生
そ
ふ
園
の
む
ら
竹

98
夏
草
や
更
に
か
る
と
も
見
え
ざ
ら
ん

99
石

逕

水

軽

淋

100《
五
》漢

和
第
五

吟

二

杜

鵑

雨

1
夏
来
に
け
り
と
散
山
桜

2
我
宿
の
園
の
卯
花
咲
初
て

3
窓

外

月

分

明

4
薄

霧

風

吹

送

5
秋
な
り
け
り
な
浪
の
声
〴
〵

6
蜑
の
す
ゑ
浦
半
の
夕
身
に
し
み
て

む

7
沙

際

路

縦

横

〻

8
群

玉

鷺

千

点

9
田
面
の
原
の
雪
は
晴
け
り

10
呉
竹
の
林
が
く
れ
は
明
や
ら
で

11
灯

残

一

短

檠

12
深

閨

心

不

遠

13

独

処

恨

無

平

14
つ
く
〴
〵
と
な
が
め
く
ら
せ
る
春
の
日
に

15
や
ど
り
忘
れ
ず
か
へ
る
鶯

16
嵐

使

奏

花

落

17
野
も
う
ら
が
れ
て
秋
や
更
け
ん

18
夕
霧
に
時
雨
て
月
は
小
倉
山

19
銀

河

到

暁

清

20
泣

糸

琴

牧

子

21
出
て
い
に
し
は
こ
ゝ
ろ
軽
ナ

22
捨
て
世
の
い
づ
く
か
安
き
住
処

23
一

釣

換

三

旌

24
鱗

浪

疑

魚

躍

25
鷁

風

奈

鳥

驚

26
木
の
間
も
る
雨
や
落
葉
に
交
る
ら
ん

27
尾
上
の
雲
に
月
傾
ヌ

28
冷
し
く
鐘
こ
そ
ひ
ゞ
け
初
瀬
山

29
郊

墟

秋

此

迎

30
星

々

鬢

両

鬢

侵
ス

31
猶
袖
ぬ
ら
す
お
も
ひ
と
ぞ
な
る

成

32
余
所
に
立
浪
も
高
師
の
浦
悲
し

33
故

里

幾

長

程

34
石

路

多

鞋

苦

35
か
げ
は
し
げ
み
の
山
の
崢
嶸
サ

36
潭

底

青

如

染

37
炉

中

白

可

烹

38
日

衰

霜

後

草

39
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く
る
れ
ば
虫
の
侘
つ
ゝ
ぞ
鳴

40
旅
と
な
る
を
待
と
せ
し
ま
に
秋
去
て

〻

41
張

翰

更

思

羹

42
月

自

無

心

出

43
あ
と
よ
り
袖
を
か
へ
す
や
ま
歓

44
花
の
香
の
ふ
り
捨
が
た
き
鈴
鹿
川

45
堪

挙

断

岸

檉

46
春

光

霞

一

簇

47
あ
る
か
な
き
か
に
残
る
蜻

48
暮
か
ゝ
る
小
野
の
ほ
そ
道
た
ど
〳
〵
し

49
と
ふ
に
あ
は
れ
も
ふ
［
欠
］
き
古
塋

（
か
カ
）

50
都
出
る
か
ぎ
り
今
は
の
左
遷
に

51
菅

氏

得

虚

名

52
幻

夢

縦

醒

亦

53
世
に
つ
れ
な
き
は
う
き
人
情

54
鬼
神
も
や
は
ら
ぐ
物
を
和
歌

55
正

音

雅

楽

笙

56
高

楼

雲

仮

道

57
残

臘

颯

飛

霙

58
来
ぬ
春
を
先
告
が
ほ
に
梅
咲
て

59
あ
る
じ
は
た
そ
や
か
ゝ
る
蓬
生

60
人
な
ら
ば
む
か
し
を
と
は
む
秋
の
月

61
刑

官

又

象

兵

62
愁

雲

胸

有

霧

63
い
つ
の
夕
か
ま
く
ら

并
ナ
ラ
ベ
ン

64
荒

草

捽

村

路

65

偃

松

掩

暑

棚

66
し
づ
か
な
る
眠
を
さ
そ
ふ
風
立
て

67
浪
に
鴎
の
わ
か
れ
て
ぞ
行

68
小
舟
漕
藤
江
の
浦
の
朝
ぼ
ら
け

69
少

焉

日

掛

鉦

70
孤

山

猶

閴

爾

71
苅
人
た
え
て
残
る
い
な
茎グ

キ

72
道
の
べ
の
夕
影
深
し
秋
の
霜

73
弄

月

識

天

盈

74
花

湿

池

中

樹

75
若
葉
に
し
づ
む
水
の
萍

76
う
す
ら
ひ
も
と
け
し
流
に
鳴
蛙

77
渓

腰

被

靄

縈

78
望

之

仙

洞

遠

79
し
ば
し
が
程
の
囲
碁
の
争

80
灯
の
影
な
つ
か
し
く
忍
ぶ
夜
に

81
入

夢

彼

長

庚

82
又

近

捲

荷

畔

83
仄

聴

伐

木

丁

84
桟
に
山
口
し
る
き
道
見
え
て

85
雲
に
の
ぼ
れ
ば
遠
き
葛
城

86
落

日

唯

招

月

87
尾
花
が
袖
の
露
の
白
瑛

88
且

去

悲

秋

蟀

89
緩

摐

報

暮

鯨

90
よ
し
あ
る
は
行
人
の
住
家
に
て

91
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深
山
が
く
れ
や
水
も
澄
ら
ん

92
暖

雪

看

無

跡

93
か
つ
あ
ら
は
る
ゝ
野
べ
の
下
萌

94
吹
た
え
て
荻
に
伝
へ
よ
花
の
風

95
願

言

封

弟

兄

96
後
見
を
た
ゞ
た
ら
ち
ね
の
名
残
に
て

97
消

災

如

律

令

98
南

朝

安

北

狄

99
つ
ぎ
も
て
来
て
の
家
ぞ
栄
ル

100《
六
》和

漢
第
六

写
す
と
も
え
や
は
に
ほ
て
る
秋
の
月

1
払

霧

五

更

風

2
微

雨

皆

成

露

3
早
苗
み
だ
る
ゝ
小
田
の
末
〴
〵

4
門
近
き
一
村
竹
の
そ
よ
め
き
て

5
黄

昏

西

又

東

6
山

間

雲

得

路

7
瀧
の
ひ
ゞ
き
も
遠
き
川
上

8
さ
し
留
し
流
は
よ
ど
む
高
瀬
舟

9
卸

簦

异

碧

空

10
幽

禽

何

処

去

11
ま
だ
明
は
て
ぬ
木
が
く
れ
の
里

12

鐘
の
声
お
り
ゐ
る
雲
に
埋
れ
て

13
湘

月

楚

人

弓

14
野

水

猶

清

冷

15
け
し
き
も
か
は
る
や
ま
風
の
末

16
破

竈

烟

無

跡

17
還

郷

節

有

忠

18
逢

宵

情

語

尽

19
し
ゐ
て
恨
ん
こ
と
は
り
も
い
さ

20
あ
だ
し
身
に
く
ら
べ
ば
花
は
数
な
ら
で

21
か
つ
咲
残
る
軒
の
つ
ま
梨

22
暖

雲

催

細

雨

23
略

彴

掛

長

虹

24
大
宮
の
内
に
わ
か
て
る
道
あ
り
て

25
た
ゝ
る
て
ふ
名
や
よ
く
る
神
垣

26
惟

天

青

不

改

27
其

石

黒

応

攻

28
雹

玉

廻

珠

転

29
小
篠
に
風
の
す
さ
ぶ
明
ぼ
の

30
起
ゆ
け
ば
猪
名
野
の
月
の
影
澄
て

31
助

予

嘆

息

虫

32
恩

遭

胸

霧

隔

33
余
所
の
た
よ
り
に
問
し
は
か
な
さ

34
夕
影
の
や
ど
り
も
哀
身
の
果
し

貌

35
し
げ
れ
る
陰
に
こ
も
る
草
ぶ
き

〻

36
つ
れ
〴
〵
は
絶
ぬ
な
が
め
の
音
聞
て

37
衰

残

陸

放

翁

38
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昨

非

吾

既

酔

39
う
し
や
ね
ら
れ
ぬ
暁
の
空

40
山
鴉
霜
夜
を
寒
み
鳴
立
て

41
何

故

月

朦

朧

42
再

覧

花

尤

物

43
空
し
く
過
し
春
は
幾
年

44
め
さ
れ
ん
も
遠
き
県
や
も
れ
つ
ら
ん

45
千

辛

伎

已

窮

46
つ
ゝ
め
ど
も
色
に
お
も
ひ
の
顕
て

47
松
は
と
し
た
ふ
人
の
こ
と
の
は

48
双

枕

此

良

夜

49
五

絃

又

少

宮

50
蝉

声

鳴

夏

去

51
ゐ
れ
ば
冷
し
き
山
あ
ひ
の
袖

涼

52
室
の
戸
の
夕
日
も
暗
く
成
て
来
て

53
如

何

新

府

洪

54
市

人

無

緩

歩

55
甲

第

有

全

功

56
虎

臥

訝

班

石

（
斑
カ
）

57
物
は
か
な
し
や
あ
だ
し
の
ゝ
露原

58
露
ご
と
の
月
も
か
り
な
る
宿
り
に
て

〻

59
寸

莚

又

答

楓

60
誰

家

碪

断

続

61
里
は
ま
だ
き
に
暮
る
ゝ
山
本

62
末
は
た
ゞ
霞
に
つ
ゞ
く
水
無
瀬
川

63
道
こ
そ
の
こ
れ
雪
の
ひ
ま
〴
〵

64

春

魁

花

第

一

65
今
朝
立
そ
む
る
風
し
づ
か
な
り

66
旅
衣
は
る
け
き
浪
に
舟
出
し
て

67
雲

外

是

寰

中

68
鱞

寡

生

無

故

69
こ
ゝ
ら
の
盟
か
け
置
し
人

70
添
ぶ
し
や
只
し
ば
ら
く
の
程
な
ら
ん

71
跡
か
り
つ
む
る
鳥
の
お
ち
草

72
疲

筇

随

我

僕

73
越

格

打

爺

童

74
游

学

多

出

睡

生

75
か
ゝ
げ
捨
た
る
夜
半
の
灯

〻

76
高

窓

先

得

月

77
う
つ
ろ
ふ
櫨
の
梢
さ
び
し
き

78
鵙
の
鳴
片
山
隠
風
お
ち
て

79
漁

夫

掀

短

篷

80
行

年

吁

老

矣

81
ゆ
る
さ
れ
つ
ゝ
も
乗
し
輦

82
お
し
む
こ
そ
今
は
の
時
の
別
な
れ

83
弾

琶

恨

画

工

84
蹇

驢

鞭

幾

度

85
雲
白
妙
の
お
ち
こ
ち
の
嶺

86
葛
城
や
高
ま
の
花
に
明
初
て

も

87
回

首

同

帰

鴻
〻

88
風

自

春

消

息

89
秋
の
ひ
か
り
の
影
う
つ
り
来
て

90
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稲
妻
や
さ
そ
ひ
出
ら
ん
空
の
月

91
重

九

雨

声

濃

92
染

露

薔

薇

紫

93
映

楎

荀

茉

紅

欄
イ
ニ

芍
カ

94
ま
ふ
の
ぼ
る
御
階
の
も
と
や
只
し
ば
し

〻

〻

95
国
の
さ
と
し
を
告
る
あ
や
し
さ

96
風

前

雲

擾

匕

擾

〻

カ

97
け
ぶ
り
も
消
て
ほ
そ
き
あ
く
た
火

98
家
〳
〵
も
浪
よ
り
明
る
浦
づ
た
ひ

99
鬱

然

十

八

公

100《
七
》漢

和
第
七

詠

一

月

千

里

1
雁
つ
げ
わ
た
る
夕
暮
の
秋

2
蘆
原
や
稲
葉
の
穂
末
戦
来
て

3
前

村

宿

雨

収

4
山

従

平

処

嶮

5
雲
に
い
ざ
よ
ふ
日
は
幽
リ

6
遠
近
の
空
も
閑
に
鐘
鳴
て

7
相

連

多

少

楼

8
栄

廻

佳

境

路

縈

9
松
の
ほ
と
り
に
立
ぞ
休
ら
ふ

〻

10
山
賤
の
袖
に
涼
し
き
暮
待
て

11

知

誰

一

曲

謳

12
秋

来

風

又

急

13
こ
ぼ
れ
て
あ
と
の
露
の
村
萩

14
月
に
な
る
野
路
の
玉
川
浪
か
け
て

15
避

塵

箇

白

鴎

16
回

瓢

天

下

窄

17
栬

鏡

世

間

尤

施

18
待

夜

欣

遭

遇

〻

19
か
は
る
ち
ぎ
り
の
な
ら
は
し
は
憂

20
散
ば
咲
花
な
ら
ぬ
身
の
驚
て

21
霞
も
ふ
か
き
住
家
求
ル

22
山
陰
に
声
し
て
鳥
の
立
帰
り

23
人

而

抱

子

猴

24
雲

無

心

蔽

月

25
た
え
〴
〵
き
ゆ
る
浪
の
薄
霧

26
朝
朗
吹
や
明
石
の
秋
の
風

27
請

退

憶

同

遊

28
話

旧

松

椿

友

29
惜

陰

李

杜

儔

30
そ
ゞ
ろ
な
る
心
や
酔
の
う
ち
な
ら
ん

31
よ
る
べ
も
な
み
の
あ
ら
海
の
舟

32
目

之

湘

景

遠

33
や
は
一
筆
に
書
も
と
ゞ
め
ん

（
留
カ
）

34
馴
そ
め
て
此
儘
な
ら
ん
恋
も
う
し

35
生

怕

辟

陽

侯

36
欲

雨

雲

先

度

37
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越
ん
行
衛
も
く
る
ゝ
片
丘

38
お
く
れ
し
も
草
か
り
笛
を
し
る
べ
に
て

39
甚

癯

老

特

牛

40
漢

風

吹

不

断

41
鄜

月

看

無

由

42
瀬
の
声
も
物
冷
し
く
落
て
来
て

43
か
つ
〴
〵
水
に
木
葉
流
ル
ヽ

44
春
ち
か
み
下
解
ぬ
ら
し
峰
の
雪

45
式

微

王

子

猷

46
破

窓

風

驟

至

47
科

斗

道

焉

痩

48
措

散

花

無

頼

49
ね
も
せ
で
く
ら
す
け
ふ
の
日
脩
サ

脩
ナ
ガ
サ

50
香

閨

窺

者

蝶

51
朱

泒

集

而

蜉

52
た
ゞ
す
こ
そ
上
り
て
の
世
の
掟
な
れ

53
か
り
の
つ
か
ひ
の
め
ぐ
る
州
〴
〵

54
大
淀
の
浦
も
遥
に
隔
り
て

55
懶

涯

寄

思

不

56
茜

裙

徧

染

意

57
今
は
と
わ
び
て
枕
を
ぞ
掊
掊

カ

ト
ル

58
宵
更
て
う
し
や
傾
秋
の
月

59
点

滴

落

梧

楸

60
小

扇

推

残

暑

61
一

聯

出

御

溝

62
つ
ゝ
し
む
も
下
や
す
か
ら
ぬ
思
に
て

63

い
か
に
涙
の
袖
に
浮
ル

ベ
ル

64
言
の
葉
も
な
が
く
と
い
は
ふ
旅
よ
そ
ひ

65
先

生

離

此

郵

66
晩

渓

禽

伏

竄

67
を
と
も
し
き
り
に
高
き
山
飀

（
飂
カ
）

68
水
の
上
は
い
さ
し
ら
浪
の
花
の
瀧

69
柳

絮

走

毛

毬

70
湿

問

南

昌

故

71
刹

那

北

屈

婁

72
時
を

73
終
に
光
を
あ
ら
は
せ
し
球

74
夕
露
に
し
ば
ら
く
月
を
待
と
り
て

75
む
し
の
鳴
音
や
何
を
愁
ル

76
咸

眺

秋

末

草

77
以

実

道

旁

榴

78
皎

々

白

唯

雪

79
春
お
ぼ
め
か
す
今
朝
の
栗
鶹

80
霞
さ
へ
ま
た
面
影
に
立
田
山

81
う
ご
く
や
風
の
青
柳
の
末
蕕

ツ

エ

82
惜

緒

継

其

志

情

83
言

綸

微

彼

瘤

〻

84
う
ら
や
む
は
さ
ぞ
あ
る
人
の
縁
シ

に
て

85
翁

四

共

安

劉

86
松

自

長

生

樹

87
塩
の
干
潟
の
遠
き
流
洲

88
霧
間
よ
り
沖
行
舟
の
あ
ら
は
れ
て

89
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月

斜

掛

玉

鉤

90
鶉

衣

軽

侶

羽

91
か
く
お
と
ろ
ふ
る
は
て
は
羞
し

92
お
も
ひ
に
や
我
身
も
影
と
成
ぬ
ら
ん

93
夢

醒

撫

枕

頭

94
狂

風

帆

片

々

95
ひ
か
れ
て
と
も
に
行
水
の
漚

96
夕
立
に
つ
も
り
て
ち
り
や
芥
川

97
緑

陰

更

好

逑

98
園

丁

花

飽

弄

99
春
の
な
が
め
も
明
ぼ
の
は
猶

100《
八
》和

漢
第
八

染
か
ね
て
夕
日
を
ま
つ
の
時
雨
哉

1
少

焉

月

一

欄

2
秋

天

雲

淡

白

3
山
も
ほ
の
か
に
う
た
ぶ
海
づ
ら

か

4
遠
島
を
奥
漕
舟
の
し
る
べ
に
て

〻

5
帰

歟

行

路

難

6
苔

唯

岩

下

草

7
霜
の
雫
の
た
え
〴
〵
の
音

8
朝
鳥
の
を
の
が
ね
ぐ
ら
を
羽
吹
出
て

9
故

村

回

首

看

10

遠

林

知

孰

樹

11
し
ば
し
は
残
る
ひ
ぐ
ら
し
の
声

12
暑
を
も
忘
ん
月
の
秋
立
て

13
如

痩

此

西

巒

14
司

馬

過

詩

路

15
あ
は
れ
の
そ
ふ
る
水
茎
の
跡

16
今
更
に
兼
て
み
し
夜
の
夢
語

17
深

閨

灯

僅

残

18
応

鐘

無

暖

響

19
野
中
に
ひ
と
り
枕
か
る
く
れ

20
帰
ら
ぬ
を
か
つ
は
か
な
し
め
花
の
雨

21
送

春

小

牡

丹

22
遊

糸

牽

戯

蝶

23
舞

袖

転

回

鸞

24
よ
そ
ほ
ひ
も
豊
の
明
の
た
ゞ
な
ら
で

25
寄

思

蘇

若

蘭

26
愁

懐

添

忍

涙

27
床
は
な
れ
つ
ゝ
出
る
あ
は
れ
さ

28
声
〴
〵
に
鴫
た
つ
沢
の
夕
間
暮

29
千
鳥
も
さ
は
ぐ
小
田
の
秋
風

30
古

山

新

者

月

31
焼
火
ほ
の
め
く
森
の
木
隠

32
宮
人
の
打
し
は
ぶ
く
も
上
久
て

33
礼

云

章

甫

冠

34
興

佳

悲

落

日

35
か
へ
ら
ん
か
た
も
お
も
ほ
え
ぬ
道

36
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か
は
せ
し
は
夢
や
う
つ
ゝ
の
枕
に
て

37
よ
そ
に
さ
き
だ
つ
名
こ
そ
惜
け
れ

38
雨
雲
に
今
宵
の
月
や
遅
か
ら
ん

39
心

清

承

露

盤

40
乍

嵐

蕉

又

恐

41
乃

土

杜

頻

酸

42
道
の
べ
も
暮
に
け
ら
し
な
三
輪
の
山

43
佐
野
の
わ
た
り
の
雪
に
な
る
空

44
敲

氷

人

袖

手

45
悟

道

我

銘

肝

46
風

物

花

微

笑

47
か
れ
し
中
に
も
若
草
の
原

48
春
浅
き
麓
に
出
て
鳴
雉
子

49
晩

霞

満

夜

漫

50
鳥
辺
野
や
終
に
は
同
じ
身
の
向
後

51
焼

尽

紫

梅

檀

栴

52
是

玉

繞

檐

滴

〻

53
と
だ
へ
て
や
又
雹
ふ
る
ら
し

54
吹
風
に
正
木
の
か
づ
ら
色
見
え
て

55
肌

冷

望

長

安

56
遍

照

多

情

月

57
お
と
し
め
ら
る
ゝ
み
づ
か
ら
ぞ
う
き

58
ぬ
ぎ
か
へ
ぬ
み
ど
り
の
衣
恨
し
て

59
苛

政

諫

無

官

60
閑

半

雲

秦

嶺

61
激

来

波

楚

灘

62

松
風
に
猶
川
風
も
声
添
て

63
琴
の
し
ら
べ
も
つ
れ
〴
〵
の
宿

64
遠

朋

其

志

近

65
を
く
れ
し
と
て
や
入
し
奥
山

66
秋
も
は
や
末
野
の
鹿
の
音
を
絶
て

67
泣

露

草

千

般

68
素

節

従

霜

識

69
か
げ
に
な
り
行
月
の
下
道

70
汲
袖
も
暁
ち
か
く
起
出
て

71
こ
る
や
し
ほ
木
の
ひ
ま
な
か
る
ら
ん

72
寸

心

労

尺

宅

73
一

子

苦

三

寒

74
世

与

浮

雲

変

75
き
の
ふ
の
花
を
み
ね
の
俤

76
明
ぼ
の
ゝ
空
も
み
ど
り
に
弥
生
山

77
牆

陰

春

雪

乾

78
水

烟

迷

翡

翠

79
堀
江
の
波
の
暮
そ
む
る
声

80
は
る
〴
〵
と
よ
せ
て
は
留
る
松
浦
舟

81
橋

梓

更

雲

端

82
金

鏡

侵

銀

髪

83
お
も
へ
ば
う
さ
の
そ
ふ
後
の
親

84
住
吉
や
な
ら
は
ぬ
道
を
求
来
て

85
ひ
ろ
ひ
て
い
ざ
や
恋
忘
れ
貝

86
沙

盟

鴛

両

々

87
晩

眺

兎

団

々

88
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桐
の
葉
の
つ
も
る
も
安
き
日
数
に
て

89
感

秋

衰

随

潘

90
封

公

唇

吻

重

91
あ
か
れ
の
袖
の
声
あ
ま
た
也

（
ね
カ
）

92
暮
て
猶
さ
し
入
ふ
か
し
高
の
門

（
寺
カ
）

93
龍

松

陸

地

蟠

94
青

陽

花

喜

色

95
去
年
の
あ
ら
し
の
吹
し
ほ
る
山

96
朝
ま
だ
き
霞
に
む
せ
ぶ
音
羽
川

97
羇

旅

杖

盤

桓

98
も
と
み
つ
る
里
は
あ
ら
野
の
原
に
し
て

99
生

民

仰

可

汗

100《
九
》漢

和
第
九

雪

堆

山

万

畳

1
松
の
ひ
ゞ
き
も
さ
ゆ
る
あ
け
方

2
玉
簾
ま
き
の
戸
口
の
月
澄
て

3
横

空

雁

一

行

4
又

逢

秋

瞬

息

5
さ
へ
し
跡
よ
り
む
す
ぶ
露
霜

6
人
帰
る
麓
の
原
の
く
る
ゝ
野
に

7
浅

水

繞

池

塘

8
軽

動

数

竿

竹

9

は
し
ゐ
に
ふ
か
す
そ
で
の
涼
サ

10
影
は
只
雲
路
に
高
く
飛
蛍

11
絶

学

胤

詩

嚢

12
八

景

悩

情

七

13
ほ
の
か
に
つ
ぐ
る
鐘
は
入
相

14
不

語

花

留

履

15
芝
生
に
お
ち
て
残
る
梅
が
香

16
古
宮
の
跡
と
ふ
春
の
夕
あ
ら
し

17
感

月

白

頭

郎

18
猿

叫

驚

蕉

鹿

19
蝉

枯

聴

草

螿

20
う
き
や
な
ど
我
身
ひ
と
つ
に
積
ら
ん

21
わ
す
れ
ぬ
る
を
ば
と
も
に
忘
ヨ

22
か
こ
た
ず
は
さ
の
み
か
こ
た
ん
よ
し
も
な
し

23
比

翼

願

尋

常

24
天

事

陰

晴

日

25
時
雨
を
お
く
る
北
の
山

26
夕
さ
れ
ば
賀
茂
の
川
波
音
添
て

27
曠

野

路

茫

々

28
幽

館

有

人

否

29
禁

闈

即

位

昌

30
憐
の
ふ
か
き
や
ゆ
る
す
科
な
ら
ん

31
た
ゞ
た
の
め
と
ぞ
説
法
の
場

32
清

暁

月

斜

落

33
う
き
古
の
わ
す
ら
れ
ぬ
商

34
露
け
さ
は
今
も
別
れ
の
袖
の
上

35



- 60 -

韓

朋

終

化

鴦

36
漁

童

先

近

水

37
住
こ
し
浦
の
浪
や
荒
ラ
ン

38
雨
風
の
気
色
も
や
ま
ず
か
み
な
り
て

39
行

雲

送

夕

陽

40
恣

吹

牛

背

笛

41
以

振

兎

毫

鋩

42
蔽

碣

無

名

草

43
つ
む
に
し
ほ
れ
て
う
き
花
筐

44
や
ゝ
暮
る
春
野
の
露
を
分
な
ら
し

45
何

処

喚

山

梁

46
谷
せ
ば
み
峰
も
ひ
と
つ
に
雲
こ
り
て

47
爽

気

断

愁

腸

48
す
み
渡
る
色
も
身
に
し
む
空
の
月

49
思
ひ
な
が
ら
も
あ
は
れ
夜
長
き

50
鳥
鐘
を
別
れ
し
後
の
名
残
に
て

51
盗

裘

秦

孟

嘗

52
大

刀

軍

訝

敗

53
駒
引
と
ゞ
む
み
ち
の
傍

54
影
く
れ
し
ひ
の
く
ま
川
や
く
ら
か
ら
ん

55
半

閑

旧

草

堂

56
お
も
へ
ど
も
え
も
捨
は
て
ぬ
心
に
て

57
手
は
ふ
れ
け
ら
し
返
す
玉
章

58
何

人

和

月

立

59
唯

我

向

秋

傷

60
真
葛
葉
に
声
し
て
風
や
さ
は
ぐ
ら
ん

61

影
冷
し
き
水
茎
の
岡

62
近

聴

笠

檐

雨

63
緩

廻

金

殿

廊

64
吟

中

雲

去

此

65
智

外

却

無

量

劫

66
心
た
ゞ
か
よ
ふ
や
西
の
空
な
ら
し

〻

67
い
り
て
見
ば
や
と
し
た
ふ
唐

68
三
吉
野
や
よ
し
の
ゝ
奥
の
道
と
め
て

69
嫦

娥

余

寵

光

70
竟

衰

先

設

菊

71
こ
ぼ
れ
に
け
り
な
露
の
草
牆

72
秋
ち
か
き
庵
に
鹿
の
子
立
馴
て

73
弓

令

石

鞏

張

74
声

連

絃

廿

五

廿

75
う
ら
よ
り
遠
の
浦
つ
た
ふ
航

76
比
良
の
ね
の
花
や
夕
を
残
す
ら
ん

77
軽

開

紅

海

棠

78
負

暄

春

睡

足

79
迷

暗

斗

瞻

卬

80
疑

路

不

行

尽

81
こ
と
と
ふ
人
も
今
さ
ら
に
亡

82
水
の
江
や
跡
は
煙
に
隔
り
て

83
蒹

葭

青

已

黄

84
露

遭

風

手

掃

85
霧
間
に
月
の
影
ぞ
彰

86
茅

店

吁

堪

愧

87
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か
ゝ
る
住
居
も
あ
は
れ
故
郷

88
見
そ
め
し
は
い
と
は
し
た
な
き
面
影
に

89
眉

濃

抹

淡

妝

90
朝
ぼ
ら
け
ま
だ
消
残
山
か
づ
ら

91
な
び
け
ば
し
ろ
き
雪
の
む
ら
篁

92
麁

布

漏

膚

粟

93
う
し
や
侘
し
や
か
り
臥
の
床

94
相
坂
や
行
衛
い
か
に
と
想
像

95
花

後

慕

東

皇

96
御
狩
せ
し
袖
は
霞
に
く
れ
初
て

97
佳

節

狗

猪

羊

98
寒

去

春

来

也

99
数
を
か
さ
ね
て
す
ゝ
む
觴

100《
十
》倭

漢
第
十

薄
雪
も
な
が
る
ゝ
水
の
か
き
藻
哉

（
う
カ
）

1
暖

信

臘

天

春

2
風

乍

過

牆

去

3
秋
の
胡
蝶
の
み
だ
れ
行
す
ゑ

4
打
出
る
野
は
明
渡
る
露
の
色

5
外

光

月

一

輪

6
化

生

雲

幾

度

7
山
又
や
ま
や
は
る
か
な
り
け
ん

8

さ
き
だ
つ
を
を
く
れ
し
道
の
し
る
べ
に
て

9
帰

鴉

落

日

辰

10
林

烟

焼

者

葉

11
ひ
ゞ
き
や
う
し
と
と
づ
る
松
の
戸

12
う
た
ゝ
ね
の
枕
に
お
し
き
夢
絶
て

13
通

宵

痛

妾

身

14
月
み
れ
ば
心
や
う
は
の
空
な
ら
ん

15
秋

風

顫

葛

巾

16
貯

愁

籠

蟋

蟀

17
致

賀

石

麒

麟

18
出
な
ん
と
思
ひ
と
り
て
も
残
る
世
に

19
つ
れ
〴
〵
な
が
ら
た
へ
て
山
住

下

上

20
告
や
ら
ば
こ
て
ふ
に
似
た
り
花
盛

21
好

朋

梅

主

人

22
清

明

唯

雨

暗

23
寒

苦

是

霜

辛

24
哀
に
も
つ
が
は
ぬ
鴛
の
音
に
鳴
て

25
ふ
る
き
ふ
す
ま
の
下
臥
は
う
し

26
愛

尚

閨

中

月

27
う
つ
ろ
ひ
は
て
し
庭
の
紅
葉
ゝ

28
舞
人
の
か
ざ
し
に
手
折
菊
の
枝

29
誰

愆

鬢

已

銀

30
踏

之

山

一

路

31
岩
ね
ひ
そ
か
に
水
く
ゞ
る
音

32
春
浅
き
苺
路
の
氷
柱
解
初
て

地

33
花

笑

点

紅

唇

〻

34
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欲

立

危

巣

燕

35
ま
や
の
軒
も
る
月
の
た
び
〳
〵

36
簾
の
も
と
の
雫
に
し
る
し
雨
そ
ゝ
き

37
長

吟

眉

自

顰

38
僧

敲

鐘

半

夜

39
月
お
つ
る
江
に
と
め
し
舟
人

40
真
野
の
浦
や
尾
花
も
浪
の
ま
が
ひ
に
て

41
丁

当

砧

又

頻

42
夕
暮
や
か
な
ら
ず
う
き
を
す
ゝ
む
ら
ん

43
と
は
ぬ
を
い
か
で
待
は
な
ら
ひ
し

44
忘
ら
る
ゝ
身
を
こ
り
ず
ま
の
か
た
思

45
万

事

総

無

真

46
竹

動

涼

時

節

47
蓮

沾

露

早

晨

48
池
浪
の
よ
す
る
方
よ
り
濁
り
き
て

49
躍

深

六

々

鱗

50
壊

宮

留

片

瓦

51
声
し
て
人
は
見
え
ぬ
山
陰

52
暮
ぬ
れ
ば
遠
き
田
面
に
引
な
る
こ

53
玉

兎

月

精

神

54
郊

野

霧

横

処

55
お
も
へ
ば
か
な
し
い
に
し
へ
の
跡

56
数
〳
〵
の
文
も
は
か
な
く
焼
捨
て

57
晤

語

接

重

茵

58
賤

被

画

屏

隔

59
学

令

灯

火

親

60

潔

心

君

子

水

61
あ
ら
ふ
べ
き
日
を
待
し
黒
髪

62
穢
に
ふ
る
ゝ
程
は
宿
り
に
籠
居
て

63
そ
の
事
と
な
く
物
お
も
ふ
袖

64
ぬ
れ
ば
夢
覚
れ
ば
か
こ
つ
幻
シ

に

65
愧

是

奈

窮

貧

66
遮

径

荒

村

草

67
た
え
〴
〵
風
の
わ
た
る
棚
は
し

68
霜
白
き
田
中
の
月
の
小
夜
更
て

69
傷

心

茅

舎

民

70
金

城

終

弃

土

71
砂

漠

幾

飛

塵

72
短

杖

軽

行

履

73
お
ち
く
る
雨
の
足
引
の
山

74
川
音
や
む
な
し
き
谷
に
う
た
ふ
ら
ん

75
脱

機

瀑

布

紳

76
一
筋
の
雲
さ
へ
花
の
形
見
に
て

77
又
ふ
き
を
く
る
春
風
の
跡

78
ま
た
れ
つ
る
秋
な
忘
そ
帰
雁

79
日

春

湘

水

浜

80
高

低

峰

次

第

81
規

矩

国

平

均

82
守
捨
し
関
の
こ
な
た
の
道
有
て

83
忍
び
か
よ
ひ
も
つ
も
る
宵
〳
〵

84
あ
ふ
な
〳
〵
月
は
思
は
ん
我
思

85
双

星

又

前

因

86
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秋

冷

豊

其

蔀

87
暴
風
の
か
ぜ
の
物
す
ご
き
暮

88
想
像
こ
萩
が
も
と
よ
い
か
な
ら
ん

89
茂
り
に
つ
ゞ
く
草
の
陰
み
ち

90
遊

戯

陶

尋

岳

91
粒

団

孔

問

津

92
流
木
の
よ
る
べ
も
浪
の
行
衛
に
て

93
下
す
筏
や
水
の
し
が
ら
み

94
造

顚

労

済

世

95
将

相

欲

朝

宸

96
花

謝

皇

風

緩

97
園
生
に
な
る
ゝ
鳥
の
囀
り

98
春
の
日
や
い
た
ら
ぬ
隅
も
あ
ら
ざ
ら
ん

99
洪

名

太

度

仁

100

【
校
異
】

《
二
》

年
―
歳

捨
て
ゝ
こ
そ
―
捨
て
ゝ
そ

刀
―
力

53

63

97

《
三
》

郷
―
卿

5

《
四
》

被
―
破

紅
―
紝

底
本
は

→

…

→

→

の
順

41

42

69

68

70

78

69

79

に
句
を
記
し
、
補
入
記
号
に
よ
っ
て

句
を
こ
の
位
置
に
挿
入
す

69

る
。
対
校
本
は
句
順
ど
お
り
に
記
す
。

《
五
》

ふ
［
欠
］
き
―
ふ
か
き

か
き
り
―
か
た
り

50

51

《
六
》

班
―
斑

57

《
八
》

高
の
―
寺
の

93

《
十
》

径
―
往

塵
―
鹿

67

72

（
よ
う

こ
ん
ほ
う
・
武
蔵
野
大
学
文
学
部
講
師
）

（
な
か
む
ら

た
け
し
・
大
和
大
学
教
育
学
部
講
師
）


